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研究成果の概要（和文）：簡易な形の目口のパーツによって構成される笑った顔のアイコンをスマイルアイコン
と定義し，生活機能の維持向上を目的とするスマイルアイコンを活用したアートプログラムを開発する研究を行
った。笑った顔のアイコンを描画することによって気分が改善する心理的効果が示され，絵画鑑賞や描画を好む
実験協力者においては表情の同調的反応を確認した。また，顔アイコンの形態を構造化してスマイルアイコンの
デザイン要素を明らかにした。スマイルアイコンを活用したアートプログラムを開発して特別養護老人ホームで
実践したところ，要介護高齢者の気分が改善することが示され，医療・福祉機関における創作活動としての新た
な位置づけを明示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an art program that utilizes the "
Smile Icon"－defined as a smiling face icon composed of simple-shaped eyes and mouth parts－to help 
improve and maintain people's daily activities.
The act of drawing smiling face icons had positive psychological effects on people and improved 
their mood. The facial expressions of participants who enjoyed art appreciation or drawing responded
 synchronously to the smiling face icons they were drawing. The design elements of the smile icons 
were clarified by systematizing the characteristics of the shapes and parts. 
Utilizing the "Smile Icon", an art program was developed and practiced at a nursing care home. The 
results indicated mood improvements in elderly people who require nursing care. The art program 
utilizing the "Smile Icon" was newly positioned as a creative activity in medical and welfare 
facilities.

研究分野： 感性デザイン，医療・福祉デザイン，アートワークショップの実践・評価

キーワード： スマイルアイコン　同調的反応　心理評価　顔アイコン　アートプログラム　ワークショップ　能動ア
ート　要介護高齢者
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人は笑顔の表情にある他者を見ることで，

自身の表情も同調的に反応して笑顔になる
反応によって楽しい気分になる情動の伝染
が生じる。先行研究において，目口のパーツ
を付加した作品を制作するアートプログラ
ムを医療機関で実施した際に，参加者が自身
の制作した作品を見て笑顔になる現象を確
認している。そこで，表情を簡素化した笑っ
た顔のアイコンを付加した作品を制作する
ことによって，自身の表情も同調的に反応し
て気分が改善する心理的効果が期待できる
のではないかと考えた。 
 

２．研究の目的 
心理的効果が期待できる簡易な形の目口

のパーツによって構成される笑った顔のア
イコンを「スマイルアイコン」と定義し，「ス
マイルアイコン」を活用したアートプログラ
ムを開発するため研究を行う。本研究は，「ス
マイルアイコン」を活用した創作活動による
生活機能の維持向上を目的とする。 
 

３．研究の方法 
（１）笑った顔および怒った顔のアイコンを
描画することによる気分の変化の調査 
 簡易な形の目口のパーツによって構成さ
れる笑った顔および怒った顔のアイコンを
描画する課題を実施して，その前後における
気分の評価を POMS短縮版によって調査する。 
（２）「スマイルアイコン」のデザイン要素
の特定 
描画した顔アイコンの目口のパーツを分

類して，顔アイコンの形態を構造化すること
により，心理的効果が期待できる「スマイル
アイコン」のデザイン要素を明らかにする。 
（３）笑った顔および怒った顔のアイコンを
鑑賞・配置・描画する際の生理・心理評価お
よび表情変化に関する調査 
簡易な形の目口のパーツによって構成さ

れる笑った顔および怒った顔のアイコンを
鑑賞・配置・描画するという異なる創造タス
クを実施する際の生理・心理評価および表情
変化について調査する。 
（４）「スマイルアイコン」を活用したアー
トプログラムの開発および実践・評価 

「スマイルアイコン」を活用したアートプ
ログラムを開発し，特別養護老人ホームにお
いて実践する。要介護高齢者に対する実践可
能性と，その心理的効果について調査する。 
 

４．研究成果 
（１）笑った顔および怒った顔のアイコンを
描画することによる気分の変化の調査 
笑った顔および怒った顔のアイコンを描

画する課題を実施する前後で，POMS短縮版に
おける気分の評価を調査した結果，笑った顔
のアイコンを描画することによって，「緊張
－不安」「抑うつ－落ち込み」「怒り－敵意」
「疲労」が低下し，気分が改善することが示

された（図１）。また，聞き取り調査の結果
からも，笑った顔のアイコンを描画すること
によって楽しい気分になっていることを確
認し，「スマイルアイコン」を描画すること
による心理的効果が示された。 

 
 
 
 
 

 
        *p<.05   **p<.01, ****p<.001 

緊張－不安（T－A）     抑うつ－落ち込み（D） 

 
 
 
 
 
 
 

*p<.05, **p<.01    *p<.05, ****p<.001 

怒り－敵意（A－H）      活気（V） 

 
 
 
 
 
 
 

**** p<.001 

     疲労（F）         混乱（C） 

A：刺激前 

B: 笑った顔のアイコンの描画後 

C: 怒った顔のアイコンの描画後 

 
図１ POMS（Profile of Mood States）短縮版の 

T得点 

 
（２）「スマイルアイコン」のデザイン要素
の特定 
表１ 描画した顔アイコンの目口のパーツの分類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分類名 絵 描いた数 分類名 絵 描いた数

10-目A 77 10-目M 76

10-目B 30 10-目N 19

10-目C 11 10-目O 3

10-目D 16 10-目P 4

10-目E 4 10-目Y 眉あり 55

10-目F 7 10-目Z その他 43

10-目G 6

10-目X その他 49

10-口A 98 10-口M 80

10-口B 18 10-口N 48

10-口C 47 10-口O 22

10-口D 5 10-口Z その他 50

10-口X その他 32

パーツの部位

笑顔のアイコン 怒った顔のアイコン

目のパーツ

口のパーツ



描画した顔アイコンの目口のパーツを分
類して，笑った顔および怒った顔の目口のパ
ーツの形態を構造化した結果（表１），笑っ
た顔のアイコンは，目頭と目尻を下げて弧を
描く形の目のパーツと，口角を上げて弧を描
く形の口のパーツが多くを占めることが示
され，「スマイルアイコン」のデザイン要素
を確認した（図２）。加えて，笑った顔のア
イコンは口のパーツの形によって表情が表
される傾向にあり，怒った顔のアイコンは目
のパーツの形によって表情が表される傾向
にあることが示された。 
 
 
 
 

 
笑った顔        怒った顔 

 
図２ 顔アイコンの目口のパーツの形態 

 
（３）笑った顔および怒った顔のアイコンを
鑑賞・配置・描画する際の生理・心理評価お
よび表情変化に関する調査 
簡易な形の目口のパーツによって構成さ

れる笑った顔および怒った顔のアイコン（図
２）を鑑賞・配置・描画するという創造タス
クの異なる課題を実施する際の生理・心理評
価と表情変化を調査した（図３，表２）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
図３ 実験風景 

 
表２ 課題内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

***p<.005 **p<.01 

 
図４ 平均血圧(MP)の変動量比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*p<.05 

 
図５ わくわく度に関する VAS評価 

 
目口のパーツを描画して顔アイコンを作

成する課題では，記述および口述調査におい
て，絵を見るのが好き，絵を描いたり落書き
を描くことがある，絵や落書きを描くのが好
き，と回答した実験協力者は，笑った顔のア
イコンを描画することによって気分が良く
なった，楽しいと感じており，加えて，口角
が上がる表情の変化が示された。絵画や描画
を好んだり馴染みがあると回答した実験協
力者は，笑った顔のアイコンを描画すること
によって自身の表情も同調的に反応して表
情が変化し，気分が改善したと考えられる。
絵画や描画に対する嗜好や馴染みが，顔アイ
コンを描画する際の心理評価や表情変化に
関係すると考えられる結果が得られた。 

一方，目口のパーツを配置して笑った顔の
アイコンを作成する課題では，平均血圧の変
動量がプラスに大きく（図４），わくわく度
が増すことが示され（図５），絵画や描画に
対する嗜好や馴染みに関わらず，創造タスク
が中程度の作業に対して能動的に取り組ん
だと考えられる結果が得られた。これにより，
笑った顔のアイコンを配置するという作業
によるアートプログラムは，絵画や描画に対
する嗜好や馴染みに関わらず，多くの人の生
活機能の維持向上に繋がる可能性がある。 

創造タスク 表 情 課  題 

Task1 

静止画 

笑った顔 

怒った顔 

顔アイコンの静止画

を鑑賞する 

Task1 

動画 

笑った顔 

怒った顔 

普通の表情から変化

する顔アイコンの動

画を鑑賞する 

Task2 笑った顔 

怒った顔 

目口のパーツを配置

して顔アイコンを作

成する 

Task3 笑った顔 

怒った顔 

目口のパーツからな

る顔アイコンを描画

する 



顔のアイコンを鑑賞・配置・描画する際の
生理・心理評価および表情変化の調査結果か
ら，「スマイルアイコン」を活用したアート
プログラムでは，絵画や描画に関する嗜好や
馴染みを考慮して，「スマイルアイコン」を
描画したり配置したりする要素を取り入れ
たプログラムを設計する必要があることが
明らかとなった。 
（４）「スマイルアイコン」を活用したアー
トプログラムの開発および実践・評価 
「スマイルアイコン」を描画したり配置し

たりする要素を取り入れたアートプログラ
ムを開発し，特別養護老人ホームの入所者 12
名（男性２名，女性 10 名，要介護２～４）
を対象として実践・評価した（図６）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ ワークショップのようす 

 

 
 
 
 
 

図７ フェーススケール評価尺度 

（Wong-Baker FACES Pain Rating Scale） 

 
 
アートプログラムの前後で参加者 A～L に

対してフェーススケール（図７）を用いた心
理評価を行ったところ，プログラム前に比べ
てプログラム後に気分が改善した参加者は
８名，変化がなかった参加者は４名であり，
気分が悪化した参加者はいなかった。気分に
変化がなかった４名のうち２名は実施前か
ら最も良い気分の評価を示しており（図８），
アートプログラムの後でも良い気分が保た

れた。フェーススケールの評定平均値比較で
は，アートプログラムの前後で有意に気分が
改善することが示され（図９），「スマイルア
イコン」を用いたアートプログラムの心理的
効果，および実践可能性を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ フェーススケールの評定値比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

***p<.005 

 
図９ フェーススケールの評定平均値比較 

 
 
本研究の成果によって，医療・福祉機関に

おける創作活動として，「スマイルアイコン」
を活用したアートプログラムの新たな位置
づけを明確にした。「スマイルアイコン」を
活用したアートプログラムは，要介護高齢者
だけではなく，小児を対象とする創作活動な
ど，広く展開することが可能である。 
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